
日本における高病原性鳥インフルエンザの確認状況

<平成17年> Ｈ５Ｎ２亜型 （弱毒）
６月～翌１月 茨城県･埼玉県

(41農場 約578万羽)

<平成19年> Ｈ５Ｎ１亜型
１月 宮崎県(2農場 約7万羽)
１月 岡山県(1農場 約1万羽)
２月 宮崎県(1農場 約9万羽)

<平成20年> Ｈ５Ｎ１亜型
野鳥（オオハクチョウ）
４月 秋田県
５月 北海道、青森県

<平成21年> Ｈ７Ｎ６亜型（弱毒）
２～３月 愛知県（ウズラ）
(7農場 約160万羽)

<平成22年> Ｈ５Ｎ１亜型
野鳥（カモ）の糞
１０月 北海道

<平成16年> Ｈ５Ｎ１亜型
１月 山口県(1農場 約3万羽)
２月 大分県(1農場 14羽)
２・３月 京都府(2農場 約24万羽)

<平成22年> Ｈ５Ｎ１亜型
11月 島根県
(１農場 約2万羽)

<平成22年> Ｈ５Ｎ１亜型
野鳥（コハクチョウ）
12月 鳥取県

<平成22年> Ｈ５Ｎ１亜型
家きん以外の鳥類（コブハク
チョウ）
12月 富山県
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